
市職員の給与や定員、勤務条件などをお知らせします。詳細は、
市役所本館１階の市政情報コーナーで閲覧できるほか、市ホーム
ページにも掲載しています。ここでお知らせする給与は、税金や
各種保険料などを差し引く前の額で「手取り額」ではありません。
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

人事行政の
運営状況のお知らせ

職員の給与や勤務条件など

部門
職員数 対前年

増減数令和元年 令和２年
一般行政 493人 483人 -10人 
特別行政 169人 167人 -2人 

公営企業等 165人 162人 -3人 
合計 827人 812人 -15人

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※職員数は、特別職及び再任用短時間勤務職員、会計年度任
用職員（業務支援職員）を除いた数。

任免の状況
採用（平成 31年4月2日
～令和２年 4月1日）

退職（平成31年4月1日
～令和２年 3月31日）

22 人 39 人

人件費の状況（令和元年度  普通会計決算） ※ 1　人件費には、一般職に支給される給与のほか、特別職に支給される報酬等を含む。

住民基本台帳人口
（令和２年1月1日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）  ※1 人件費率（Ｂ／Ａ） 30 年度の人件費率

81,963 人 340 億 128 万円 7,485 万円 67 億 6,638 万円 19.9㌫ 19.3㌫
職員給与費の状況（令和元年度  普通会計決算） ※ 2　職員手当には退職手当を含まない。

職員数（Ａ）  給与費 １人当たり
給与費（Ｂ／ A）給料 職員手当  ※2 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

650 人 26 億 4,274 万円 4 億 7,243 万円 11 億 1,150 万円 42 億 2,667 万円 650 万円
ラスパイレス指数の状況

（各年 4 月 1 日現在）
（国家公務員の給与を 100 とした場合   

　の舞鶴市の給与水準）
平成 30 年 令和元年

101.0 100.7
職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況（令和２年4月1日現在）

※3　国家公務員給与等実態調査における行政職俸給表適用職員の数値。
※4　平均給与月額とは、給料月額と諸手当（国家公務員と同ベース）の額を合計したもの。

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 ※4
行政職 42.8 歳  330,611 円 362,775 円
国 ※3 43.2 歳 327,564 円 408,868 円

初任給の状況（令和２年 4 月 1 日現在）
区分 舞鶴市 国

行
政
職

大学卒 182,200 円 182,200 円

高校卒 150,600 円 150,600 円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和２年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 284,642 円 332,367 円 369,380 円
高校卒 232,300 円 275,300 円 334,860 円

期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和元年度  普通会計決算）
区分 舞鶴市 国
勤
勉
手
当

期
末
・

令和元年度
支給割合

 期末 勤勉 令和元年度
支給割合

 期末 勤勉
2.6 月分 1.85 月分 2.6 月分 1.85 月分

 職制上の段階、職務の
 級等による加算措置 有  職制上の段階、職務の

 級等による加算措置 有

区分 舞鶴市 国

退
職
手
当

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

加算措置 定年前早期退職特別措置
（２～ 20㌫加算） 加算措置 定年前早期退職特別措置

（3 ～ 45㌫加算）
調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算 調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算

特殊勤務手当の状況（令和元年度  普通会計決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合 27.1㌫
支給職員１人当たり平均支給年額 103,813 円
手当の種類 10 種類

代表的な手当：清掃事務所・浄化センターの職員、交代制勤務の消防職員に支払う手当

時間外勤務手当の状況（令和元年度  普通会計決算）

※他の手当として、扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当を支給。

令和元年度 支給総額 1 億 9,198 万円
職員 1 人当たり支給年額 32 万円

平成 30 年度 支給総額 2 億 4,179 万円
職員 1 人当たり支給年額          42 万円

特別職の報酬等の状況（令和２年 4 月 1 日現在）
区分 給与月額等

給
料

市長
副市長
教育長

 949,000 円（920,530 円）
    781,000 円（757,570 円）

688,000 円（667,360 円）
※現在、給料額の 3㌫の減額措置を

講じており、（　）内は、減額後の額

報
酬

議長
副議長
議員

570,000 円
480,000 円
440,000 円

期
末
手
当

市長
副市長
教育長
議長
副議長
議員

（令和元年度支給割合）
3.4 月分

退
職
手
当

市長
副市長
教育長

算定方式 支給時期

給料月額×勤続年数× 100 分の 550
給料月額×勤続年数× 100 分の 367
給料月額×勤続年数× 100 分の 303

任期ごと

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
の
経
営
者
や
役
員
な
ど
が
、

廃
業
や
退
職
時
の
退
職
金
と
し
て
積
み
立
て

る「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」は
、掛
金
が
全

額
所
得
控
除
で
き
る
な
ど
、国
が
作
っ
た
安

心
で
お
得
な
制
度
で
す
。加
入
は
、商
工
会
議

所
や
金
融
機
関
な
ど
で
手
続
き
を
。

▼
詳
し
く
は
、（
独
）中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

（
☎
0
5
0
・
5
5
4
1
・
7
1
7
1
）へ
。

　
　
　
　
　
　
　
《
産
業
創
造
・
雇
用
促
進
課
》

年
末
年
始
火
事
な
し
運
動

　
12
月
20
日
㈰
～
来
年
１
月
10
日
㈰
に
年
末

年
始
火
事
な
し
運
動
を
実
施
。ま
た
、12
月
28

日
㈪
か
ら
は
各
消
防
団
管
轄
区
域
で
消
防
団

の
年
末
特
別
警
戒
も
実
施
し
ま
す
。
年
末
年

始
は
慌
し
く
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で

す
。火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
消
防
本
部
》

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
て

不
正
取
得
防
止
を

　
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
等
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、そ
の
交
付
し
た

事
実
を
通
知
す
る
本
人
通
知
制
度
。
登
録
す

る
こ
と
で
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
取
得
の
早

期
発
見
や
委
任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正

請
求
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
対
象
】市
内
在
住
か
市
に
本
籍
が
あ
る
人

【
申
し
込
み
方
法
】本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）を
持
っ
て
、市
民
課
か
西
支
所
市
民・

年
金
係
、加
佐
分
室
、各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
。

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
。
郵

送
に
よ
る
登
録
も
可
。

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
66
・
１
０
０
２
）へ
。

多
世
代
交
流
施
設「（
仮
称
）ま
な
び
あ
む
」　

管
理
運
営
基
本
方
針
を
策
定

　

市
で
は
、平
成
27
年
策
定
の「
市
民
病
院
跡

地
利
用
方
針
」に
沿
っ
て
、令
和
２
年
度
に
旧
市

民
病
院
西
棟
を
市
民
の
健
康
増
進
と
多
様
な
交

流
・
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
改
修
工
事
を
実
施
。

令
和
３
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、旧
市
民
病
院
西
棟
の
２
階
と
３
階
へ

既
存
の
公
共
施
設
を
移
転
集
約
し
、高
機
能
化
を

進
め
る
た
め
、新
た
に
設
置
す
る
多
世
代
交
流
施

設「（
仮
称
）ま
な
び
あ
む
」の
管
理
運
営
基
本
方

針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
方
針
で
は
、同
方
針
を
策
定
す
る
目
的
、公
民

館
・
文
庫
山
学
園
の
現
状
と
課
題
、今
後
の
あ

り
方
、多
世
代
交
流
施
設「（
仮
称
）ま
な
び
あ
む
」

の
主
な
利
活
用
の
姿
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

今
後
、こ
の
方
針
を
基
に
条
例
や
規
則
を
制
定
す

る
ほ
か
、運
営
会
議
を
設
置
し
、市
民
に
開
か
れ

た
施
設
と
な
る
よ
う
、運
営
し
て
い
き
ま
す
。

�
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

　
基
本
方
針（
案
）に
対
し
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に

基
づ
き
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、15
人
と
7
団

体
か
ら
79
件
の
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た（
募

集
期
間
：
７
月
22
日
～
８
月
21
日
）。
寄
せ
ら

れ
た
意
見
は
、意
見
を
踏
ま
え
基
本
方
針
案
の

修
正
な
ど
を
行
う
も
の
が
７
件
、そ
の
趣
旨
を

施
策
展
開
に
反
映
さ
せ
て
い
く
も
の
が
25
件
、

意
見
の
趣
旨
が
既
に
基
本
方
針
案
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
も
の
が
６
件
、市
の
考
え
方
を
説
明

し
ご
理
解
い
た
だ
く
も
の
が
38
件
、疑
問
・
質

問
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に
答
え
る
も
の
が

３
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》基
本
方
針
の
内
容
や
市
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、

地
域
づ
く
り
支
援
課
、文
庫
山
学
園
、由
良
川

学
園
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐

分
室
、各
公
民
館
、東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課（
☎
66
・
１

０
７
３
）、文
庫
山
学
園（
☎
64
・
4
0
6
0
）へ
。

市
民
病
院
職
員
を
募
集

　
市
民
病
院
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】令
和
３
年
４
月
１
日
～
４
年
３

月
31
日（
勤
務
成
績
で
再
度
任
用
も
あ
り
ま
す
）

【
募
集
職
種
】❖
薬
剤
師
❖
看
護
師
❖
看
護
助
手

❖
医
療
事
務
❖
一
般
事
務
❖
施
設
管
理
員　

※
薬
剤
師
は
正
職
員
も
募
集

　
試
験
日
、試
験
場
所
、申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
細
は
、試
験
案
内
で
確
認
を
。

▼
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
総
務
課（
☎
60
・

9
0
1
4
）へ
。

図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、12

月
20
日
㈰
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、東
・
西
図
書
館

に
備
え
付
け
の
用
紙
か
ら
回
答
で
き
ま
す（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

▼
詳
し
く
は
、東
図
書
館（
☎
62
・

0
1
9
0
）へ
。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中

　
雑
誌
の
購
入
費
用
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と

で
提
供
す
る
雑
誌（
最
新
号
）の
カ
バ
ー
に
広

告
を
掲
載
し
、図
書
館
利
用
者
に
会
社
の
宣

伝
が
で
き
る
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
。
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え
る
企
業
、個
人
事

業
者
、団
体（
公
共
的
団
体
、特
定
非
営
利
活

動
法
人
な
ど
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
雑
誌
】雑
誌
リ
ス
ト
か
ら
希
望
の
雑
誌

が
選
べ
ま
す
。申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
）。

▼
詳
し
く
は
、東
図
書
館（
☎
62
・

0
1
9
0
）へ
。
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